
瑞穂同窓会入会式が行われました！

去る３月１日、卒業式に先立ち、第６７回卒業生２７３名の瑞穂同窓会入会式が行われ

ました。式は、第２体育館で行われ、同窓会は記念品を贈り、卒業・入会を祝福しました。

会長は「先輩達は皆さんへの声援を惜しみません。諫農の卒業生であるという誇りと自信

を持ち、自分の信じる道を進んで下さい」と激励しました。

なお、入会式には，会長・副会長のほか、第１１回卒の常任理事４名にも同席していた

だきました。

常任理事会が開催されました！

３月１日同日、瑞穂緑優館において同窓会常任理事会が開催されました。常任理事３３

名の他、顧問の林校長にも出席いただき、昨年８月の通常総会以降の同窓会運営・活動状

況報告や意見交換等を行いました。

同窓会の運営・活動状況では、支会等の活動状況（別表）、地元国体に向けた母校部活

動強化支援助成金の活用状況及び瑞穂緑優館の利用状況等を報告しました。

国体に向けた部活動強化支援助成は、一昨年の通常総会で議決され、体育後援会基金か

ら２００万円を寄付しましたが、母校の選手は、ウェイトリフティング、陸上競技、馬術

などで優勝や準優勝をはじめ多くの入賞を果たすなど好成績を残しました。

意見交換では、支会等の活性化について、支会や同期会等の開催に際し、本会からの「支

会発展補助」などが周知されていないのではないかとの意見がありました。

創立１１０周年事業については、①母校と協議して、２９年度の記念事業実施に向け、

推進体制を整え、準備を進める必要がある。②１１０周年記念事業の意義と目的、何をや

るのか、同窓会のその後の１０年の運営費も含め、どの程度の寄付金を集めるべきかを明

確にすべき。③８月の常任理事会で検討できるよう、記念事業の骨格づくりが必要、など

の意見がありました。

支会や同期会などの活動を盛り上げるために

地域や職域の支会、同期会、クラス会を開催する際は、事務局にお知らせ下さい。

申請に基づき、「支会発展補助費」(１件（１０人以上）１，５０００円）や御樽を受領

できます。（但し、予算の範囲内）。

黄綬褒章を受章！ 会員の２氏

昨年秋の叙勲・褒章で、高１１回卒の山口高弘さん（西彼杵郡長与町）と高２５回卒の

大浦正巳さん（平戸市）のお二人は、その道一筋に励んだ人を称える「黄綬褒章」を受章

されました。山口さんはカンキツ、大浦さんはイチゴ経営で、高品質・省力化、規模拡大

等を実践され、経営の方向性を示すとともに、生産者組織を牽引する等、地域農業の発展

に多大な貢献をされました。お二人の受章は同窓会の誇りであり、誠に喜ばしい限りです。



同窓会活動経過（支会等の活動状況）

（平成２６年８月～２７年３月１日）

No. 月日 項目 対応 備考（出席者）

１ 8.31 常任理事会 会長・副会長・監事他 理事２４名

２ 8.31 平成２６年度通常総会 会員・事務局 約１００名

３ 10.25 愛野支会収穫祭の集い 会長・事務局（石原） ２５名

４ 11.1 愛野分校同窓の集い 会長 約７０名

５ 11.10 大村支会総会 会長 ３０名

６ 11.15 農業文化祭 会長

７ 12.12 県庁農業土木職ＯＢ 事務局（石原） 約５０名

忘年会

８ 1.2 高２８回卒農業科Ｂ組 御樽のみ

クラス会

９ 1.2 諫早会（林業科卒九州 御樽のみ

森林管理局管内）

１０ 2.6 花き研究会 事務局（松崎） 約３０名

１１ 2.14 壱岐支会定期総会 会長・事務局（石原） 約３０名

１２ 2.18 高１０回卒同窓会 御樽のみ

１３ 2.21 対馬支会総会 会長・事務局（石原） 約３０名

１４ 2.28 高１１回卒同窓会 会長・事務局（石原） 約７０名

１５ 3.1 同窓会入会式 会長・副会長・常任理事 卒業生２７３名

１６ 3.1 第６７回卒業式 会長・副会長・常任理事

１７ 3.1 常任理事会 会長・副会長・監事 理事３３名

(事務局掌握分)

支会長等の交代（新支会長）

大村支会 高１１回卒 森 忠義

壱岐支会 高２２回卒 山口 壽美


